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１． 組織の概要 

（１） 企業概要 

⚫ 名称  株式会社大洋クリーナー工業 

⚫ 代表者  代表取締役 水野 武司 

⚫ 所在地  愛知県あま市新居屋榎坪 62番地 

⚫ 設立  ２００２年 1月 8日 

⚫ 資本金  1000万円 

⚫ 従業員数  14名 

⚫ 売上高  2億 8,500万円（2022年 5月期） 

⚫ 事業内容  産業廃棄物収集運搬業、工場及び下水道の清掃作業、建設業 

⚫ 環境管理責任者  杉浦 祐介 （連絡先：052-445-8665） 

 

（２） 産業廃棄物処理業における施設等の状況 

⚫ バキューム車 6台 

⚫ 高圧洗浄車 4台 

⚫ バン       2台 

⚫ キャブオーバ 2台 

※ 内、収集運搬車両は、バキューム車：6台、キャブオーバ：1台 

 

（３） 環境活動組織図 
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（４） 産業廃棄物 処理業の許可の状況 

自治体 許可番号 
許可年月日 

有効期限 

燃
え
殻 

汚
泥 

廃
油 

廃
酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

動
植
物
性
残
さ 

ゴ
ム
く
ず 

金
属
く
ず 

ガ
ラ
ス
く
ず
等 

鉱
さ
い 

が
れ
き
類 

ば
い
じ
ん 

福井県 01801084159 
令和元年 10月 1日 

令和 6年 9月 8日 
 ● ● ● ● ●           

長野県 2009084159 
令和 3年 2月 25日 

令和 8年 2月 24日 
 ● ● ● ● ●       ●    

岐阜県 02100034159 
令和 5年 3月 20日 

令和 10年 3月 19日 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

静岡県 02201084159 
令和 5年 2月 6日 

令和 10年 2月 5日 
 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

愛知県 02300084159 
令和 4年 5月 2日 

令和 9年 5月 1日 
 ● ● ● ● ●    ●   ●  ●  

三重県 02400084159 
令和 4年 10月 10日 

令和 9年 10月 9日 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

滋賀県 02501084159 
令和 5年 2月 26日 

令和 10年 2月 25日 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

奈良県 02900084159 申請中  ● ● ● ● ●           

大阪府 02700084159 申請中  ● ● ● ● ●           

※ 当社は積替え保管を行わない。 

 

（５） 産業廃棄物の処理実績 

 （単位：㎥） 

品目 2021年 6月～11月 2022年 6月～11月 

汚泥 293 304 

廃油 113 57 

 

２． 対象範囲（認証・登録範囲）、レポート対象期間及び発行日 

対象範囲 当社の全事業 、 全事業所 

レポート期間 2022年 6月 1日 ～ 2022年 11月 31日（上期） 

発行日  2023年 2月 20日 
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３． 環境経営方針 

 

環 境 経 営 方 針 
 

環境理念 

 株式会社大洋クリーナー工業は、工場及び下水道の清掃・建設工事現場での各種作業において、

安全・安心・効率的な作業に取り組み、燃料の削減及び二酸化炭素の排出を抑制します。また、

従業員一人一人にエコドライブ及び安全作業の重要性を認識させ、環境を意識して業務を実施

することにより継続的な改善を行うと共に、作業中の事故ゼロを目指します。 

 

重点項目 

・ エコドライブと効率的な作業計画により、燃料削減と排ガス抑制に努めます。 

・ 作業手順の遵守・安全運転を徹底し、積荷の飛散・流出防止と事故防止に努めます。 

・ 低燃費車・低排出ガス車の導入を推進します。 

 

法令遵守 

 当社は、当社に適用される環境関連法規を把握すると共に、遵守します。 

 

 

２０２２年６月２１日 

   株式会社 大洋クリーナー工業 

代表取締役 水野 武司 
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４． 環境経営目標 

目標 
指標/指標値 環境経営目標 

2021年 6月～11月 2022年 6月～11月 2022年 12月以降 

CO2削減 

車両の燃料消費

量削減 

軽油給油量 

72,528L 

（前期：140,561L） 

・作業手順書（安全で環

境に配慮した運転と清掃

作業）の作成・周知 

・車両毎の燃料使用量、

走行距離、稼働時間の

把握と情報共有 

有効な評価指標の決定 

・給油量 

71,803L(-1％) 

下期：上期比 1％向上 

来期：今期比 2％向上 

来々期：今期比 3％向上 

※上期に決定する評価

指標を向上させる 

低燃費車・低排

出ガス車の導入 
低燃費車:H27燃

費基準達成車 

低排出ガス車:H17

基準適合車 

低燃費車導入率 

62％ 

低排出ガス車導入率 

92％ 

低燃費車導入率 

62％以上 

低排出ガス車導入率 

92％以上 

（車両更新の際に向上） 

低燃費車導入率 

62％以上 

低排出ガス車導入率 

92％以上 

（車両更新の際に向上） 

廃棄物排出

量削減 

一般廃棄物及び

産業廃棄物 

一般廃棄物 

24袋（推計値） 

産業廃棄物 

12.0㎥ 

（前期：29.5㎥） 

一般廃棄物 

正確な排出量の把握、

２３袋（-3％） 

産業廃棄物 

11.6㎥（-3％） 

一般廃棄物 

下期：上期比-3％ 

来期：今期比-3％、 

来々期：今期比-5％ 

産業廃棄物 

下期：17㎥（-3％） 

来期：28.3㎥（-4％） 

来々期：28㎥（-5％） 

水使用量削

減 

事業所で使用す

る手洗、洗濯・洗

車と、作業車両

に給水(冷却水

等)する水道水 

水道水使用量 

574㎥ 

（前期：1,152㎥） 

 557㎥(-3％) 

下期：561㎥(-3％) 

来期：1,106㎥(-4％) 

来々期：1,094(-5％) 

受託した産業

廃棄物の収

集運搬におけ

る環境配慮に

関する項目 

環境に配慮した

作業手順及び事

故への備え・訓

練の実施 

対象者への教育・訓練

の実施率（教育訓練計

画で管理） 

・作業手順書（安全で環

境に配慮した運転と清掃

作業）の作成 

・教育・訓練の実施率 

100％ 

・作業手順書（安全で環

境に配慮した運転と清掃

作業）の見直し 

・教育・訓練の実施率：

100％ 

※ 当社は化学物質を使用していない。 

※ 上期は 2022年 6月～2022年 11月、下期は 2022年 12月～2023年 5月 

※ 前期は 2021年 6月～2022年 5月、今期は 2022年 6月～2023年 5月 

※ 来期は 2023年 6月～2024年 5月、来々期は 2024年 6月～2025年 5月 
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５． 環境経営計画 

取組項目 取組内容 数値目標 上期評価 

1 

【CO2削減･水

削減・環境配

慮】 

作業手順書(安

全で環境に配

慮した運転と清

掃作業)の作成 

・燃料削減と、環境に配慮し

て収集運搬業務を行うため

作業手順書を作成し、周知

し、順守する。 
※手順書教育及び訓練の進捗

は、教育訓練計画で管理 

教育訓練実施率

100％ 

運転手及び作業員 14名全員に教

育訓練を実施した。 

2 

【CO2削減】 

車両の燃料消

費量削減 

・車両毎の給油量、走行距

離、稼働時間の詳細を毎月

把握し運転手と情報を共有

する。 

・毎月データを集計し 6～

11月の実績から有効な評

価指標を検討し削減率の評

価を行う。 

給油量 

71,803L以下 

給油量 

 62,518L 

CO2排出量(電力含む) 

166,634kg(前期比-13%) 

評価指標 

・バキューム 

1時間当たりの燃料消費量 

26.9L/H 

（給油 37,604L、稼働 1,399H） 

下期目標：26.6 L/H 

・洗浄車 

1時間当たりの燃料消費量 

16.0L/H 

(給油 14,006L、稼働 873H) 

下期目標：15.8 

・その他 

1L当たりの走行距離 

9.1km/L 

 (給油 764L、走行 6983km) 

下期目標：9.2ｋｍ/L 

3 

【CO2削減、

環境配慮】 

低燃費車・低排

出ガス車の導

入 

・車両の更新を行う際は、出

来るだけ低燃費車・低排出

ガス車を導入し、低燃費車・

低排出ガス車導入率を向上

させる。 

・車両更新時及び期末に導

入率を確認する。 

低燃費車導入率 

62％以上 

低排出ガス車導

入率 

92％以上 

9月の高圧洗浄車導入後 

低燃費車導入率：64％ 

低排ガス車導入率：93％ 

4 
【廃棄物削減】 

一廃/産廃削減 

・一廃は毎月正確な排出量

を把握する。 

・一廃／産廃共、資源回収

など分別ルールの作成・周

知を行い廃棄物を削減す

る。 

・産廃は毎月排出量を把握

し、6 ヶ月毎に集計する。 

一般廃棄物 

２３袋以下 

産業廃棄物 

11.6㎥以下 

一般廃棄物 

71袋 

産廃 

15.5㎥(+29%) 

5 

【水削減】 

水道水使用量

削減 

・2 ヶ月毎に水道水の使用

量を確認し、半年毎に削減

率の評価を行う。 
※節水ルールの周知等につい

ては手順書教育で管理 

５57㎥以下 554㎥ 

※ 上期は 2022年 6月～2022年 11月、下期は 2022年 12月～2023年 5月 
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６． 環境経営計画に基づき実施した取組内容 

取組項目 取組内容 

1 

【CO2削減･水削

減・環境配慮】 

作業手順書(安全

で環境に配慮した

運転と清掃作業)の

作成 

① 燃料削減と、環境に配慮して収集運搬業務を行うため作業手順書を作成した。 

② 教育訓練実施計画に基づき、手順書教育を運転手及び作業員 14名全員に実

施した。 

③ 緊急時の訓練についても実施した。 

  
※ 既存の「酸欠事故防止のための手順書」についても同様に実施した。 

2 

【CO2削減】 

車両の燃料消費量

削減 

① 車両毎の給油量、走行距離、稼働時間の詳細を毎月把握し運転手と情報を共

有した。 

② 評価指標として、バキューム車及び洗浄車はアワーメータ 1時間当たりの燃料

消費量、その他の車両は、燃料 1L当たりの走行距離の改善を数値目標とする

こととし、後期の目標値を設定した。 

【2022.6～11実績（後期目標）】 

⚫ バキューム:26.9L/H…給油 37,604L稼働 1,399H下期目標：26.6L/H 

⚫ 洗浄車  :16.0L/H…給油 14,006L稼働 873H下期目標：15.8 L/H 

⚫ その他  :9.1km/L…給油 764L走行 6983km下期目標：9.2 km/L 

3 

【CO2削減、環境

配慮】 

低燃費車・低排出

ガス車の導入 

9月に高圧洗浄車 1台を導入し低燃費車・低排出ガス車導入率が向上した。 

低燃費車導入率 ：62％ ＝＞ 64％ 

低排ガス車導入率：92％ ＝＞ 93％ 

4 
【廃棄物削減】 

一廃/産廃削減 

① 廃棄物削減のため一廃／産廃共分別ルールの作成・周知を行った。 

② 一廃は正確な排出量を把握していなかったため月毎の排出量を把握した。 

③ 産廃は毎月排出量を把握し集計した。 

【2022.6～11実績】 

⚫ 一廃 71袋 

⚫ 産廃 15.5㎥（前期比+29％） 

※ 2～3 ヶ月に一度搬出するため、搬出のタイミングにより増加したと思われる。 

5 
【水削減】 

水道水使用量削減 

① 節水ルールの作成・周知を行い蛇口などに掲示を行った。 

    
② 2 ヶ月毎に水道水の使用量を集計し、増減を確認した。 

【2022.6～11実績】 

554㎥ 前期比 20㎥(-3%) 
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７． 環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価（実績には二酸化炭素排出量を含

む），並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

（１） 環境負荷の実績 

二酸化炭素排出量（累計）       

項目 6月 7月 8月 9月 10月 11月 

軽油 
給油量(L) 

8,816 19,556 29,409 39,843 51,900 62,518 

前期実績 16,297 27,205 39,874 49,605 62,938 72,528 

前期比 54% 72% 74% 80% 82% 86% 

 CO2排出量 22,744 50,454 75,875 102,795 133,902 161,298 

ガソリン 
給油量(L) 

62 335 550 807 1,085 1,441 

前期実績 206 362 470 836 1,147 1,450 

前期比 30% 92% 117% 97% 95% 99% 

 CO2排出量 145 776 1,276 1,873 2,517 3,342 

電力 使用量

(kWh) 

541 1,608 2,608 3,578 4,208 4,797 

前期実績 521 1,280 2,290 3,102 3,768 4,410 

前期比 104% 126% 114% 115% 112% 109% 

 CO2排出量 210 624 1,012 1,388 1,633 1,861 

CO2排出量計 
㎏ 

23,099 51,854 78,162 106,057 138,052 166,501 

前期実績 42,722 71,514 104,833 131,095 166,468 192,159 

前期比 54% 73% 75% 81% 83% 87% 

中部電力ミライズの排出係数は、前期実績は 0.379㎏/CO2/ｋWh（2020年度） 

2022年 6月～11月は、0.388㎏/CO2/ｋWh（2021年度）を使用 

水道使用量（累計）     

品目 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 

水道水 ㎥ 200   380   554   

前期実績 ㎥ 150   353   574   

前期比 133%   108%   97%   

廃棄物排出量（累計）      

品目 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 

混合廃棄物 ㎥ 5.0 5.0 11.0 11.0 15.5 15.5 

前期実績 ㎥ 0.0 0.0 6.0 6.0 6.0 12.0 

前期比   183% 183% 258% 129% 

一般廃棄物 袋 12 25 36 48 60 71 

 

（２） 取組結果とその評価 

⚫ 燃料（CO2）の削減について 

 6～11 月の実績から評価指標を、バキューム車及び洗浄車は作業時間当たりの燃料消費量

（L/H）、その他の車両は１L当たりの走行距離とした。下期はこの指標の１％改善を目指す。 

 給油量は、軽油-14％、ガソリン-1％となり、電力消費分を含む CO2排出量は-13％と削減され

たが、これは仕事量の減少による影響が大きい。 
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⚫ 廃棄物の削減について 

 一般廃棄物の排出量を今まで正確に把握していなかったため、6～11 月の排出量をカウントし

た結果 71袋であった。下期からこれを基準として削減を目指す。 

 産業廃棄物は、分別ルールを作成して削減活動を行ったが、6～11 月の排出量は前期比

+29％であった。これは搬出のタイミングによるものであり、発生量の増加によるものではないと

思われるが、下期は引き続き分別ルールを徹底し通期で削減を目指す。 

⚫ 水の使用量削減について 

 節水ルールの作成・周知・徹底により 6～11 月の使用量は前期比-3％となった。引き続き下期

も使用量削減に努める。 

※ 詳細は「6.環境経営計画に基づき実施した取組内容」のとおり 

 

８． 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無 

（１） 環境関連法規等の遵守状況及び評価の結果 

要求事項 当社の対応 
順守 

状況 

廃棄物の処

理及び清掃

に関する法

律 

産業廃棄物の運搬・処分を委

託する時は、契約及びマニフ

ェストの適正な運用を行うと

共に、必要な報告を行う。 

産業廃棄物は、①契約済の許可業者へ、②マニフ

ェストを発行して排出し、③返却されたマニフェス

トは処分完了後 5年間保管すると共に、④年 1

回紙マニフェストの発行状況を県に報告する。 

○ 

産業廃棄物の運搬は、①必ず契約を締結し、②マ

ニフェストを使用して行う。マニフェストは運搬完

了後 5年間保管する。③運搬実績は翌月末日ま

でに帳簿にまとめて事務所に備え置くと共に、④

年 1回運搬実績を各自治体に報告する。 

○ 

産業廃棄物の収集運搬を受

託する時は、自治体毎に許可

を取得する。 

許可を受けた範囲のみで運搬を行い、許可は期

限までに更新を行う。 
○ 

県民の生活

環境の保全

等に関する

条例 

事業活動及び日常生活に伴

う環境への負荷の低減を図

り、県民の健康を保護し、県

民の生活環境を保全する。 

作業手順書（安全・エコ作業）に従い、アイドリング

ストップ、エコドライブ運転を心掛ける。 
○ 

自動車ＮＯ

ｘ・ＰＭ法 

事業活動に伴う自動車排出

窒素酸化物等の抑制を図る。 
車両購入時に低公害車の導入を検討する。 ○ 

浄化槽法 

浄化槽の適切な管理（4 ヶ月

に 1回の保守点検、年 1回の

清掃、水質検査） 

賃貸物件であり管理会社が浄化槽を管理してい

るため、異常を感じたときに管理会社へ連絡す

る。 

○ 

水質汚濁防

止法 

事業活動に伴う汚水又は廃

液による公共用水域又は地下

水の水質汚濁の防止。 

作業手順書（安全・エコ作業）に従い、洗浄作業時

は、洗浄水の飛散防止、排水手順の確認を行う。

洗車作業も作業手順書に従う。 

○ 

騒音規制法 
事業活動にて発生する騒音か

ら生活環境を保全する。 

作業手順書（安全・エコ作業）に従い、必要時は防

音シート等で養生して騒音を軽減する。 
○ 

ダイオキシン

類対策特別

措置法 

事業活動に伴う汚水又は廃

液による公共用水域又は地下

水の水質汚濁の防止。 

作業手順書（安全・エコ作業）に従い、洗浄作業時

は、洗浄水の飛散防止、排水手順の確認を行う。

洗車作業も作業手順書に従う。 

○ 

事業活動に伴う健康障害の

防止。 

作業手順書（安全・エコ作業）に従い、適正保護具

を使用して作業をする。 
○ 

消防法（火災

予防条例） 
事業活動に伴う火災予防 

近くに引火性のものがある場合は車両にアース線

を繋ぎ静電気を除去する。 
○ 
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（２） 違反、訴訟等の有無 

環境関連法規への違反・訴訟等はありません。なお、関係当局より違反等の指摘、訴訟は

過去 3年間ありません。 

 

９． 代表者による全体評価の見直しの結果 

（１） 環境経営方針、実施体制について 

現在の方針、実施体制を継続することとした。 

（２） CO2及び軽油削減について 

当社の CO2排出量の 97.5％は軽油（車両燃料）の消費に伴って発生するため、無駄な軽油

消費の削減は当社の重要な課題である。一方仕事量や作業の種類により車両の軽油消費量は

増減するため、単純に軽油消費量の削減目標を定めることはできない。 

EA21の活動を開始し、車両毎の燃料消費量、走行距離、稼働時間などのデータを集計し、バ

キューム車と高圧洗浄車は「作業時間当たりの消費量」、その他の車両は「１L 当たりの走行距離」

を評価指標として、改善を目指すこととした。 

（３） 廃棄物削減・水使用量削減について 

 水使用量は上期実績は削減目標を達成したので、下期も引き続き削減に努める。廃棄物削減

については上期は目標未達となったので、通期での目標達成を目指す。 

（４） 全社員の意識向上への取組 

毎月の重点目標や今期実績の周知など、社内コミュニケーションを活発にして社員の意識向

上と EA21活動への積極的な取り組みを促すため、EA21専用のホワイトボードを設置し、毎月

環境管理責任者が掲示内容を更新することとした。 


